
朽木中学校だより 

 ３月６日（金）に、卒業証書授与式を挙行し、卒業生が朽木中学校を巣立っていきまし

た。日頃ご支援いただいております地域の方々にもご列席していただき、卒業生の門出を祝

福していただきました。 

校長式辞では、卒業生が４月から、「主体的に活動すること」を意識しながら、最高学年

としてのリーダーシップを発揮して、朽木中学校の新しい伝統を築いてくれたことを称えま

した。また、今までの経験を糧として様々なことに挑戦しながら、予測不可能な時代をたく

ましく生き抜く力を身につけていってほしいと伝えました。 

送辞では、在校生代表の藤村さんが、これまでお世話になった先輩たち一人ひとりへの感

謝の気持ちを伝えるとともに、何事にも全力で取り組み乗り越えてきた強い絆と責任感を称

えていました。そして、朽木中学校の伝統を引き継いでいく決意を述べました。 

答辞では、卒業生代表の勅使川原さんと戸坂さんが、みんなで考えた３年間のたくさんの

思い出を振り返るとともに、後輩たちや先生方、家族、そして、一緒に過ごしてきた仲間へ

の感謝の気持ちを伝えてくれました。そして、一人ひとりが新たな世界へ進んでいく決意を

表してくれました。 

 

 

 

 

 

卒業生のみなさんの未来が、一人ひとりにとって光り輝くものになることを心から願うと

ともに、会場の参加者が一体となって、心のこもった感動的な卒業証書授与式にできました

ことを心より感謝しております。ありがとうございました。 

 ３月４日（水）には、執行部が企画運営した「３年生を送る会」を行いました。会場は、多
目的３教室で、お互いの距離感も近く心のこもった会になりました。 
１・２年生は、２年生のリーダーシップのもと、色別縦割り団に分かれ、いろいろなアイデ

アを出し合って３年生が楽しんでくれるような企画を考えました。「仲間をどれだけ知ってい

るかクイズ」や「イラストを描いて次の人へ伝達するゲーム」は、とても盛り上がりました。 
また、１年生・２年生の時に、お世話になった先生からのメッセージもあり、感動的な時間

となりました。 
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５月の主な行事予定   ５月 ８日（金） 授業参観・ＰＴＡ総会   ５月１４日（木）・１５日（金）春季体育大会 

１年間、ご支援・ご協力ありがとうございました 

本日、修了式を行い、令和７年度の教育活動を終えることができました。この１年間、保

護者の皆様、地域の皆様には、学校教育の推進に対しまして、多大なるご支援、ご協力をい

ただき心よりお礼申しあげます。令和８年度も本年度同様に、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１年間の振り返り                         ※次年度構想会議も踏まえて 

（１） 教育活動において 

＊「生徒が主体の学習活動」については、生徒が主体的に発言したり、仲間と学びあったりしながら「個

別最適な学び」「協働的な学び」を盛り込んだ授業展開を心がけました。タブレットを調べ学習に利用

して自分の考えをまとめ提出し、仲間の考えを共有しながら効果的な活用ができました。そのことか

ら、より深く考え自分の考えを再構築できるような振り返りも大切にしてきました。 

＊「心豊かな人間性を培う活動」については、道徳教育や人権教育の充実とキャリア教育において社会

人講師の様々な生き方に触れて、将来の夢や目標を設定しました。また、「ふる里朽木」の将来を考え、

ともにどんな生き方をしていくのかを考えました。生徒会の自治活動は、誰もが居心地の良い学校を

目指した縦割り活動や人権に関する取組を企画・運営しました。 

＊「たくましく生きる力を育む活動」については、生活習慣、読書習慣、家庭学習習慣をご家庭のご協

力もいただきながら取り組みました。部活動等による体力向上や包括的性教育（性に関する学習活動）

も行い、全職員による生徒への見守りと教育相談活動も丁寧に取り組んできました。 

（２）縦と横と「地域」との繋がりにおいて 

 ＊子どもたちの健やかな成長を願いながら、園小中一貫教育の部会別活動を教職員間で協議して実践し 

てきました。朽木地域の方々のご意見とお力添えをいただいて、各校園の連携カリキュラムを毎年更 

新してより充実した体験活動を仕組んでいきたいと考えています。 

 ＊非常事態を想定した避難訓練、防災学習等の工夫を継続していきます。交通立ち番、安全指導などの 

地域の方々の見守り活動に対して、心より感謝申しあげます。 

 ＊地域学習、朽木太鼓、森林体験学習などの「地域の自然、伝統文化の継承」や「地域行事への参画」

について、生徒が主体的に考え行動する学校風土を活かしていきます。   

令和８年度は、上記内容において生徒が、「自分の成長を意識した主体的な活動」に励むように、 

具体的な支援や指導を心がけていきたいと思います。  

※上記下線は、苦手なことにも取り組み、忍耐力を高めることも必要であるということです。  

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
入学式準備 新任式・始業式・

入学式

給食開始 発育測定

校友会・部活動オ

リエンテーション

朝読書開始

３年実力テスト

12 13 14 15 16 17 18
１年心電図検査AM

校友会専門委員会

部活動体験（仮入

部）

眼科検診AM

避難訓練

１次検尿

部活動体験（仮入

部）

１次検尿

部活動体験（仮入

部）

19 20 21 22 23 24 25
部活動体験（正式

入部）

３年全国学力・学習

状況調査(国・数・

英)AM

26 27 28 29 30

日赤奉仕団ボラン

ティア活動（予

定）　全校清掃

校友会専門委員会

３年全国学力・学

習状況調査(英語話

すこと調査・質問

紙)AM

昭和の日 １年家庭訪問

家庭訪問について（予定）

1年生は、希望されるご家庭のみ

訪問します。なお、担任との面

談を希望される場合は、原則学

校での面談となります。詳細

は、４月にお知らせします。


